
い
ず
み
さ
の
昔
と
今 

第
231
回

「
泉
佐
野
の
お
宝
大
集
合
① 

～
唐か

ら
か
ね
ば
い
し
ょ

金
梅
所
へ
の
手
紙
～
」

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

【
事
例
】

◦
警
察
を
名
乗
り
、「
逮
捕
し
た
業

者
の
名
簿
に
あ
な
た
の
個
人
情
報

が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
削
除
し

て
あ
げ
ま
す
」
と
い
っ
た
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
。

◦
市
役
所
の
年
金
担
当
者
を
名
乗

り
、「
国
の
調
査
な
の
で
答
え
な
け

れ
ば
、
来
月
か
ら
年
金
が
減
額
さ

れ
る
」
と
言
わ
れ
、
生
年
月
日
、

家
族
構
成
、
年
金
受
給
額
な
ど
を

教
え
て
し
ま
っ
た
。

◦
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者

を
名
乗
り
、「
未
公
開
株
の
被
害
に

遭
っ
て
い
な
い
か
、
被
害
を
調
査

し
て
い
る
」と
言
わ
れ
た
。
ま
た「
こ

の
会
社
の
未
公
開
株
な
ら
安
心
で

き
ま
す
」
と
特
定
の
業
者
の
電
話

番
号
を
案
内
さ
れ
、
す
ぐ
に
連
絡

す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
。

公的機関を名乗る怪しい電話が
急増しています

【
解
説
】

　
最
近
、
公
的
機
関
を
名
乗
り
、
個

人
情
報
の
削
除
を
持
ち
か
け
た
り
、

年
金
を
停
止
す
る
な
ど
と
脅
し
た

り
し
て
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ

う
と
す
る
電
話
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
電
話
は
、
最
終
的
に

は
何
ら
か
の
契
約
を
さ
せ
て
、
お

金
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺
の
手
口
で

す
。
一
度
お
金
を
払
っ
て
し
ま
う

と
取
り
戻
す
こ
と
は
極
め
て
困
難

な
の
で
、
絶
対
に
支
払
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　

公
的
機
関
が
い
き
な
り
個
人
宅

に
電
話
を
し
て
、
生
年
月
日
や
家

族
構
成
を
聞
い
た
り
、
年
金
の
支

給
停
止
を
告
げ
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
電
話
が
か
か
っ
て

き
て
も
慌
て
ず
、
過
去
の
契
約
被

害
や
個
人
情
報
を
伝
え
た
り
、
相

手
の
話
に
乗
っ
た
り
せ
ず
、
す
ぐ

に
電
話
を
切
り
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
強
引
で
恐
怖
を
覚
え
た

場
合
は
、
お
近
く
の
警
察
に
も
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

頃
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
期
間
に

書
簡
が
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
書
簡
は
掛
軸
と

し
て
表
装
さ
れ
て
お
り
、
書
状
冒
頭

（
上
書
）
に
は
「
唐
金
惣
左
衛
門
様

室
新
輔
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
先

述
し
た
よ
う
に
、
梅
所
が
「
惣
左
衛

門
」
と
称
す
る
の
は
享
保
15
年
以
降

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
辻
褄
が
合
い
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
掛
軸
を
よ
く
調
べ
る

と
、
上
書
と
本
紙
は
紙
の
質
な
ど

が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書

簡
を
掛
軸
と
し
て
表
装
す
る
際
に
、

１
７
３
０
年
以
降
の
別
の
書
状
の
上

書
を
切
り
継
い
だ
の
で
は
、
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

▲室鳩巣書簡（唐金梅所宛）の
後半部分

▶
室
鳩
巣
書
簡
（
唐
金
梅
所
宛
）
の

冒
頭
部
分
（
上
書
）

レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140
Fax469-7141
休館日　月曜日

（祝日の場合は翌日）
開館時間　
午前9時〜午後5時

（入館は午後4時30分まで）
入館料　無料

　
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ

ワ
サ
キ
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
で
は
、

平
成
22
年
度
以
降
に
収
集
し
た
資
料

を
紹
介
す
る
企
画
展
「
泉
佐
野
の
お

宝
大
集
合
～
新
収
蔵
品
展
～
」
を
４

月
18
日
㈯
～
５
月
31
日
㈰
に
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
展
示
資
料
の

中
か
ら
「
室
鳩
巣
書
簡
（
唐
金
梅
所

宛
）」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
書
簡（
手
紙
）は
、室
鳩
巣（
む

ろ
き
ゅ
う
そ
う
・
＊
１
）
が
唐
金
梅

所
（
＊
２
）
に
宛
て
た
も
の
で
、
梅

所
が
鳩
巣
の
家
を
訪
れ
た
と
き
、
き

ち
ん
と
応
対
で
き
な
か
っ
た
こ
と
へ

の
謝
罪
の
手
紙
で
す
。

　
梅
所
は
料
理
を
持
参
し
て
鳩
巣
の

家
を
訪
問
し
ま
し
た
。
翌
日
に
再
度

訪
ね
た
と
こ
ろ
、
鳩
巣
は
急
用
が
で

き
途
中
で
外
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。鳩
巣
は
そ
の
お
詫
び
と
し
て
、

国
元
か
ら
氷
砂
糖
を
取
り
寄
せ
、
梅

所
に
送
っ
た
と
い
う
内
容
で
す
。

　

書
簡
に
は
日
付
が
10
月
17
日
と
あ

り
ま
す
が
、
年
号
は
記
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
書
状
の
最
後
の
宛
名
部
分
で
、

鳩
巣
は
梅
所
を
「
唐
金
喜
右
衛
門
」

と
記
し
て
い
ま
す
が
、
梅
所
が
唐
金

家
を
継
い
だ
の
は
１
６
９
０
年
代
で
、

「
総
左
衛
門
（
惣
左
衛
門
）」
と
改
称

す
る
の
は
享
保
15
（
１
７
３
０
）
年

（
＊
１
）
室
鳩
巣
（
１
６
５
８
～

１
７
３
４
年
）
…
江
戸
時
代
中
期

の
儒
学
者
。
江
戸
に
生
ま
れ
、
寛

文
12
（
１
６
７
２
）
年
よ
り
加
賀

藩
に
仕
え
、
そ
の
年
の
秋
か
ら
は

藩
主
の
命
に
よ
り
、
京
都
の
木

下
順
庵
の
も
と
で
学
問
を
学
び
ま

す
。
同
門
に
は
新
井
白
石
や
雨

森
芳
洲
が
い
ま
し
た
。
正
徳
元

（
１
７
１
１
）
年
２
月
か
ら
は
白

石
の
推
挙
に
よ
り
幕
府
に
仕
え
、

六
代
将
軍
徳
川
家
宣
、
七
代
将
軍

家
継
、
八
代
将
軍
吉
宗
に
仕
え
ま

し
た
。

（
＊
２
）
唐
金
梅
所
（
１
６
７
５

～
１
７
３
８
年
）
…
佐
野
の
豪
商

食
野
（
め
し
の
）
家
の
分
家
に
生

ま
れ
ま
し
た
が
、
後
に
同
じ
一
統

で
あ
る
豪
商
の
唐
金
家
の
分
家
の

養
子
と
な
っ
た
人
物
で
、
書
画
や

詩
文
に
優
れ
、
近
世
の
佐
野
を
代

表
す
る
文
化
人
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
白
石
、
芳
洲
を
は
じ
め

各
地
の
文
人
と
交
流
し
、
朝
鮮
国

王
が
日
本
に
派
遣
し
た
朝
鮮
通
信

使
と
も
交
流
し
ま
し
た
。
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